
 
 CD２０陽性で t（１１；１４）（ｑ１３；ｑ３２）を有する多発性骨髄腫細胞は小型で予後がよいのか？ 
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CD20 陽性の多発性骨髄腫で小型細胞がみられ、t(１１；１４)を有している症例では予後が良好との
報告がある (Blood１０２：１０７０；２００３)。  [方法並びに結果] １９９６年から２００３年まで
の当院での１３８例の染色体分析結果で再検討した。１３８例の G-バンド法染色体分析で t(１１；１４)
を有する症例は６例 (4.3％： IgG型３例、IgA型２例、BJ型１例、すべてⅢa、５９－８７歳)で、敗
血症で早期死亡した２例を除くと２６、３６ヶ月で現病死、６５ヶ月現在生存２名とステージの割に経

過良好であった。 
なお、２０００年以降は一般細胞表面マーカー検査（MM セット）から外されているが、CD２０抗
原陽性率２０％以上の症例を再検索すると、４７例中８例（１７％）に認められ、１４年間生存中の症

例もみられる。その内、少なくとも２例で CD20陽性・t(１１；１４)症例が認められた（ほかは FISH
で解析予定）。[考察] 多施設共同で CD20陽性・t(１１；１４)症例を集め更なる予後の改善を目指した
リツキシマブ＋CHOP療法の治験で検討する必要があろう。 
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